
国
土
地
理
院
が
5
月
か
ら
全
国
の
電
子
基
準
点

で
、
準
天
頂
衛
星
「
み
ち
び
き
」
と
ロ
シ
ア
の
衛
星

「
グ
ロ
ナ
ス
」
の
観
測
デ
i
タ
提
供
を
始
め
た
。
こ

れ
ま
で
米
国
の
G
P
S
(全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
)
だ

け
だ
っ
た
観
測
情
報
に
加
え
て
配
信
す
る
こ
と
で
、

衛
星
測
位
シ
ス
テ
ム
の
精
度
は
大
き
く
向
上
す
る
。

建
設
業
界
に
と
っ
て
は
、
情
報
化
施
工
の
精
度
向
上

な
ど
測
量
業
務
の
効
率
化
も
合
め
て
大
き
な
効
果
が

期
待
で
き
る
。
日
々
進
化
を
続
け
る
最
新
の
衛
星
測

量
は
情
報
化
施
工
の
可
能
性
を
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

導
こ
う
と
し
て
い
る
。

国土地理院の

つくばに設けられた
電子基準点

二仁

国
土
交
通
省
は
2
0
0
8年
2
月
か

ら
情
報
化
施
工
推
進
会
議
を
設
け
、
土

木
分
野
で
の
I
C
T
(情
報
通
信
技
術
)

活
用
を
進
め
て
い
る
。
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー

や
パ
ッ
ク
ホ
ウ
な
ど
の
重
機
に
、
測
位

技
術
を
使
っ
て
施
工
を
自
動
化
し
た

り
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
施
工
を
ガ
イ
ダ

ン
ス
し
た
り
、
作
業
工
程
は
情
報
化
施

工
に
よ
っ
て
大
き
な
変
革
が
も
た
ら
さ

れ
て
い
る
。

情
報
化
施
工
の
基
盤
と
な
る
の
は
、

ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

(
T
S
)
や

全
地
球
測
位
航
法
衛
星
シ
ス
テ
ム

(
G

N
S
S
)
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
G
P
S

が
主
流
と
な
っ
て
い
た
が
、
位
置
を
指

し
一
示
す
衛
星
は
日
本
の
準
天
頂
衛
星
を

始
め
、
ロ
シ
ア
や
欧
州
、
中
国
な
ど
も

打
ち
上
げ
て
お
り
、
そ
れ
ら
を
効
果
的

に
活
用
す
る
点
が
G
N
S
S
の
メ
リ
ッ

ト
だ
。
こ
れ
に
よ
る
情
報
化
施
工
で
は
、

セ
ン
チ
単
位
(
小
ぷ
り
の
卵
程
度
)
の
誤

差
で
測
量
精
度
が
確
保
で
き
る
た
め
、

と
く
に
土
工
分
野
で
の
活
用
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。

国
土
地
理
院
が
行
っ
た
電
子
基
準
点

の
運
用
変
更
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
R

T
K
(リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
キ
ネ
マ
テ
ィ

ッ
ク
)
測
量
」
で
威
力
を
発
揮
す
る
。

こ
の
測
量
法
は
、
測
量
情
報
の
利
用
者

が
現
場
で
計
測
し
た
衛
星
デ
i
タ
と
、
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内
部
に
は
G
N
S
S受
信
機
や
ル
i
タ
ー

な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る

た
、
ロ
シ
ア
の
衛
星
軌
道
は
北
方
向
に

多
い
た
め
、
日
本
に
と
っ
て
も
捕
捉
の

都
合
が
よ
く
な
っ
た
。
天
空
を
見
通
し

に
く
い
都
市
部
や
山
間
部
で
も
効
果
を

発
揮
す
る
。

グ
ロ
ナ
ス
を
併
用
し
た
と
き
の
誤
差

の
標
準
偏
差
も
、
東
西
、
南
北
、
上
下
方

向
と
も
に
精
度
向
上
が
認
め
ら
れ
た
。

ま
た
補
正
情
報
の
配
信
事
業
者
も
、
利

用
者
の
3
分
の
1
が
グ
ロ
ナ
ス
対
応
の

登
録
を
し
て
い
る
と
い
う
。

国
土
地
理
院
の
辻
宏
道
測
地
観
測
セ

ン
タ
ー
衛
星
測
地
課
長
は
「
民
間
か
ら

の
要
望
で
デ
!
タ
対
応
を
行
っ
た
。
情

報
化
施
工
に
は
効
果
が
期
待
で
き
る
。

地
理
院
と
し
て
は
、
使
用
者
が
使
い
や

す
い
環
境
を
整
備
し
て
い
く
の
が
仕
事

だ
と
考
え
て
い
る
」
と
話
す
。

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ま
だ
1
基

だ
け
で
運
用
し
て
い
る
日
本
の
準
天
頂

衛
星
を
M
時
間
カ
バ
ー
で
き
る
体
制
に

移
行
す
る
ほ
か
、
近
代
化
ず
る
G
N
S

S
信
号
と
欧
州
の
「
ガ
リ
レ
オ
」
、
中

国
の
「
B
e
-
-
d
o
u
(北
斗
)
」
へ

の
対
応
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

国
交
省
で
は
3
次
元
モ
デ
ル
デ
l
タ

を
利
活
用
す
る
C
I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・

モ
デ
リ
ン
グ
)
の
試
行
導
入
を
ス
タ
ー

ト
し
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
情
報
化
施
工

に
舵
(
か
じ
)
を
切
っ
た
。
こ
れ
に
は

ハ
l
ド
や
ソ
フ
ト
、
導
入
や
運
用
な
ど

広
範
囲
な
分
野
の
連
携
が
不
可
欠
だ
。

さ
ら
に
測
量
機
器
や
重
機
、
施
工
会
社
、

ソ
フ
ト
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
の
民
間
企
業

と
、
行
政
の
組
織
の
枠
を
超
え
た
協
力

体
制
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。
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3.毎 日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1.日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
@建設通信
16.建設工業
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